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      ( 1 )

　  　　 　    会
か い

員
い ん

親
し ん

睦
ぼ く

ゆったりカナネイアの旅
た び

　　県
け ん

人
じ ん

会
か い

家
か

族
ぞ く

団
だ ん

欒
ら ん

　　　　　　　　　　　   新
し ん

鮮
せ ん

な空
く う

気
き

・ 魚
ぎ ょ

介
か い

類
る い

も満
ま ん

喫
き つ

　　一
いっ

行
こ う

を乗
の

せた大
おお

型
がた

バスは深
し ん

夜
や

０
れい

時
じ

発で、　一
いち

路
ろ

ＢＲ１１６号
ご う

線
せん

を南
なん

下
か

。

山
やま

あいの２車
し ゃ

線
せん

化
か

（Dupricação） 工
こ う

事
じ

中
ちゅう

のため渋
じゅう

滞
たい

に巻
ま

き込
こ

まれたが、　　

ミラカツで休
きゅう

憩
けい

。 目
も く

的
てき

地
ち

カナネイア （270 キロ） の日
にっ

系
けい

人
じ ん

経
けい

営
えい

の海
かい

浜
ひん

ホ

テル ・ コッケイロに着
つ

いたのは早
そ う

朝
ちょう

６時
じ

半
はん

頃
こ ろ

であった。

　この地方は３つの島
し ま

、 カナネイア島
と う

(Cananéia, 人口 12.000 余
あまり

、 湾
わん

の奥
お く

)、 コンプリーダ島
と う

（イグアッペから続
つづ

く .Ilha Comprida, 外
がい

洋
よ う

に面
めん

す

る） . カルドゾ島
と う

・ （Ilha Cardoso, 外
がい

洋
よ う

に面
めん

する州
しゅう

指
し

定
てい

公
こ う

園
えん

） がある。

　　　 ホ テ ル で 朝
ちょう

食
しょく

後
ご

、 小
こ

雨
さ め

の 中
なか

遊
ゆ う

覧
ら ん

船
せん

での湾
わん

巡
め ぐ

りではイルカ

（Golfinho） を追
お

った。 イルカの

いそうな海
かい

域
いき

で速
そ く

度
ど

を緩
ゆる

め、 案
あん

内
ない

人
にん

が海
かい

面
めん

を指
ゆび

差
さ

す方
ほ う

向
こ う

に、 待
たい

望
ぼ う

のイルカが背
せ

ビレを出
だ

した途
と

端
たん

、 一
いっ

行
こ う

から大
おお

きな歓
かん

声
せい

が上
あ

がった。 群
む

れを追
お

いながら周
しゅう

遊
ゆ う

。 残
ざん

念
ねん

ながら大
おお

きく飛
と

び上
あ

る

光
こ う

景
けい

は見
み

られなかったが、 そ

れでも皆
みな

さん満
まん

足
ぞ く

したようであ

る。 上
じょう

空
く う

では魚
さかｎ

を追
お

う海
う み

鳥
ど り

が

付
つ

きまとっていた。

　遊
ゆ う

覧
ら ん

後
ご

、 魚
う お

屋
や

街
がい

では海
かい

域
いき

で獲
と

れるスズキやボラ、 エビ、 フカ、 小
こ

柄
が ら

なカキなど並
なら

んでいた。 早
さっ

速
そ く

、 新
しん

鮮
せん

なカキをビールのツマミに美
お

味
い

しく

海
うみ

の幸
さち

を頂
いただ

いた。

　ホテルで昼
ちゅう

食
しょく

後
ご

フェリーでイーリャコンプリーダへ。 浜
はま

辺
べ

まで 3 キロも

ありバスを利
り

用
よ う

した。 若
わか

い人
ひと

達
たち

は早
さっ

速
そ く

海
かい

水
すい

浴
よ く

にと波
なみ

間
ま

に ・ ・ ・

　この浜
はま

は遠
とお

浅
あさ

で小
ちい

さなお子
こ

さんでも戯
たわむ

れる事
こ と

が出
で

来
き

る。 多
おお

くのブラは

  11 月
がつ

14 日
か

( 金
きん

) から 16 日
にち

にかけて

州
しゅう

南
せい

西
なん

地
ち

方
ほう

のカナネイア島
と う

に、 県
けん

人
じん

会
かい

親
しん

睦
ぼ く

旅
り ょ

行
こ う

に 43 名
めい

が参
さん

加
か

した。

　初
はじ

めて同
ど う

地
ち

方
ほう

を訪
おとｚ

れる会
かい

員
いん

たちが多
おお

く、 小
ちい

さな町
まち

であるが遊
ゆ う

覧
ら

船
せん

で 「イルカ」

の群
む

れを見
み

たり、 魚
ぎょ

介
かい

類
るい

を沢
た く

山
さん

食
た

べて

皆
みな

さん満
まん

足
ぞ く

の評
ひょう

であった。 　

な ル 人
じん

た ち や

家
か

族
ぞ く

は、

流
りゅう

行
こ う

の

音
おん

楽
が く

に

のり健
けん

康
こ う

踊
おど

り。 若
わか

い 邦
ほう

字
じ

記
き

者
しゃ

２人
た り

（小
お

倉
ぐ ら

・ 倉
く ら

茂
しげ

） は仲
なか

間
ま

に入
はい

り楽
たの

しく踊
おど

ったようである。 　　

　浜
はま

辺
べ

で楽
たの

しみフェリーでカナネイァへ。 筆
ひっ

者
しゃ

と倉
く ら

茂
しげ

記
き

者
しゃ

（サ紙
し

） は一
ひと

時
と き

釣
つ り

に興
きょう

じる。 釣
つ り

りが初
はじ

めての倉
く ら

茂
しげ

さんは最
さい

初
し ょ

にタイの仲
なか

間
ま

カラペーバ

を釣
つ り

上
あ

げ、 スズキ （大
おお

きさは想
そう

像
ぞう

して） が次
つぎ

々
つぎ

と

かかり暗
く ら

くなるまでに約
く ら

２０匹
ぴき

釣
つ り

上
あ

げた。

　 最
さ い

終
しゅう

日
び

の 16 日
にち

は各
か く

自
じ

自
じ

由
ゆう

で、 釣
つ

り、 魚
さかな

を買
か

う

人
ひと

、 町
まち

の散
さん

策
さ く

とそれぞれが時
じ

間
かん

を過
すご

ごした。 昼
ちゅう

食
しょく

後
ご

の 2 時
じ

過
す

ぎ帰
き

路
ろ

へサンパウロ着
ちゃく

は午
ご

後
ご

8 時
じ

過
す

ぎだった。

　【カナネイア】 は、 １５３１年
ねん

ポルトガル人
じん

率
ひき

いる遠
えん

征
せい

隊
たい

が上
じょう

陸
り く

し、 町
まち

が形
けい

成
せい

され港
みなと

町
まち

として最
さい

古
こ

に

属
ぞ く

する。 近
きん

年
ねん

は観
かん

光
こ う

地
ち

として

カキ養
よ う

殖
しょく

が盛
さか

んで、 多
おお

くの釣
つ り

り人
びと

も訪
おとず

れる港
みなと

町
まち

である。

　
　　

食
しょく

事
じ

時
どき

の団
だん

らんは家
か

族
ぞ く

のよう



　 1 0 月
つき

1 9 日
に ち

（日
に ち

） 午
ご

前
ぜん

10 時
じ

から、フンダッソン・

パウロ小
こ

林
ばやし

の支
し

援
えん

で , サクラ醤
しょう

油
ゆ

の

料
りょう

理
り

講
こ う

師
し

( 北
きた

村
むら

ひろし　クラウジオ

氏
し

) が出
で

前
まえ

出
しゅっ

張
ちょう

し

た講
こ う

習
しゅう

会
かい

に 30 名
めい

程
ほど

が参
さ ん

加
か

した。

　講
こ う

習
しゅう

品
ひん

目
も く

は、 ①豆
と う

腐
ふ

の

甘
あま

酢
ず

あんかけ、 ②トンカツ、

③生
しょう

姜
が

・ リンゴ ・ 蜂
はち

蜜
みつ

を

使
つか

ったケーキの 3
さん

品
し な

。 　

　日
に

本
ほん

製
せい

の超
ちょう

高
こ う

級
きゅう

包
ほ う

丁
ちょう

で、

ピーマンやリンゴを鮮
あざ

やかに

切
き

っていく様
さ ま

は、 見
み

事
ご と

の一
ひ と

言
こ と

。 豆
と う

腐
ふ

の

甘
あま

酢
ず

あんかけは、 サクラ社
し ゃ

のソースを使
し

用
よ う

して、 誰
だれ

にでも

調
ちょう

理
り

出
で

来
き

る一
ひ と

品
し な

で、 トンカツはファリンニャ　デ　フォスカで

はなく、 日
に

本
ほん

式
し き

にパン粉
こ

を使
つか

い、 且
かつ

ソースも純
じゅん

トンカツ用
よ う

の本
ほん

格
か く

品
ひん

、 そして若
じゃっ

干
かん

焦
こ

げかけた （フォルノから出
だ

す際
さ い

の

　　　　　『 ふるさと岩
いわ

手
て

だより ① 』

                念
ねん

願
がん

の発
は っ

行
こ う

　会
かい

員
いん

皆
みな

様
さま

には郷
きょう

里
り

を遠
とお

く離
はな

れ南
なん

米
べい

へ移
い

住
じゅう

以
い

来
らい

、 幾
い く

十
じゅう

年
ねん

の歳
さい

月
げつ

が過
す

ぎ去
さ

ったことと思
おも

います。

　県
けん

人
じん

会
かい

では日
ひ

頃
ごろ

からの念
ねん

願
がん

でありました、 ふるさと岩
いわ

手
て

のニュースを伝
つた

える ｢ ふるさと岩
いわ

手
て

だより ｣ ①を発
はっ

行
こ う

し ,

既
すで

に発
はっ

送
そう

させて頂
いただ

きました。 　皆
みな

様
さま

方
がた

には岩
いわ

手
て

のニュー

スに接
せっ

する機
き

会
かい

が少
す く

ないことと思
おも

い、 県
けん

出
しゅっ

身
しん

者
しゃ

やご家
か

族
ぞ く

の皆
みな

様
さま

方
がた

に少
すこ

しでも祖
そ

父
ふ

母
ぼ

の古
ふる

里
さ と

のニュース、 ２０１１年
ねん

の東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

の復
ふっ

興
こ う

状
じょう

況
きょう

や被
ひ

災
さい

地
ち

住
じゅう

民
みん

の活
かつ

力
りょく

をお

伝
つた

え頂
いただ

ければと願
ねが

っております。

　｢ 岩
いわ

手
て

日
にっ

報
ぽう

社
しゃ

｣ より、 記
き

事
じ

や写
しゃ

真
しん

の著
ち ょ

作
さ く

権
けん

などの了
りょう

解
かい

を頂
いただ

き、故
こ

郷
きょう

のニュースをそのまま掲
けい

載
さい

いたしております。

その為
ため

、 振
ふ

り仮
がな

名は省
しょう

略
りゃく

させて頂
いただ

いております。

　「会
かい

員
いん

と南
なん

米
べい

の県
けん

人
じん

会
かい

にのみ配
はい

布
ふ

するのであれば、 公
こ う

益
えき

のためになると判
はん

断
だん

し許
きょ

可
か

します。 書
し ょ

類
るい

は私
わたし

が代
だい

筆
ひつ

し

ますので、 よろしくお願
ねが

いします。 　このような会
かい

報
ほう

を定
てい

期
き

的
てき

に発
はっ

行
こ う

して頂
いただ

ければ、 東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

の風
ふう

化
か

の防
ぼう

止
し

に繋
つな

がりますし、 母
ぼ

県
けん

を思
おも

い出
だす

すよい機
き

会
かい

になると思
おも

い

ます。 との岩
いわ

手
て

日
にっ

報
ぽう

社
しゃ

編
へん

集
しゅう

局
きょく

次
じ

長
ちょう

兼
けん

報
ほう

道
ど う

部
ぶ

長
ちょう

　菅
すが

原
はら

智
と も

広
ひろ

さんよりの、 コメントを受
う

けました。

右
みぎ

　｢ ふるさと岩
いわ

手
て

だより ｣ ①  日
にっ

報
ぽう

社
しゃ

では１１月
がつ

２８日
にち

付
つ

けで社
しゃ

内
ない

報
ほう

で紹
しょう

介
かい

するそうです。

する。 町は本年度中に造

成を終え、 ２０１５年春から

建築工事に着手できる事

業スケジュールを立てる。

　大手書店の大手恵美子

さん （５０） は駅周辺に本

設店舗を建てる。 現在の

仮設店舗は商品数も限ら

れ、 書店経営にとって制約は大きい。 「仮設住宅から買い物に来てもら

うのは難しいと感じている。 住宅再建が進み、 自分の足で出歩けて買

い物ができるようになってほしい」 と願う。

　一方、 国道４５号沿いの商店街は土地区画整理事業区域内にあり、

新生やまだ商店街協同組合 （昆尚人理事長） の９業者程度が出店を

計画。 交通量の多さや隣接するスーパーとの相乗効果を狙う。 用地交

渉の遅れから本設店舗の営業は１５年夏以降になる見込みだ。

　事業区域は災害危険区域にあり、 かさ上げは予定されていない。 非

常時の避難態勢や駅周辺商店街との連携が焦点になる。 写真店を経

営する昆理事長 （３９） は 「本設店舗ができることで、 町民にも復興

が進んでいることを実感してもらえると思う」 と気持ちを奮い立たせる。

　震災から３年３カ月余り。 商店主は市街地のにぎわい復活を目指し、

たくましく営業を続けている。 支え合い、 前を向く力に変わりはない。 復

興事業の遅れが懸念

される中、 まちの魅力

を創出する商店主の思

いを追いかけたい。 （宮

古支局 ・ 八重樫和孝）

　山田町の商工業者

の状況　町商工会には

４０８会員 （６月１日現

在） が加入。 事業所が被災した３３７会員のうち、 営業再開は６０・５％

の２０４会員。 廃業は１１７会員、 転出は６会員、 営業再開の未定は

１０会員となっている。 （2014.6.19）

【写真㊤＝役場屋上から市街地中心部を望む。 仮設店舗が営業を続

ける中、 土木工事も本格化してきた＝１６日、 山田町八幡町】

【写真左段㊤＝八幡通り商店街の１００円商店街。 にぎわい創出に一

役買った＝１４日、 山田町八幡町】

【写真左段㊦＝震災直後に大規模火災に見舞われた山田町中心部＝

２０１１年３月１２日午前４時４０分】　

  (YAMADA) Pessoas se aglomeram para comprar doces 
t rad ic iona is ,  nas  lo j inhas .  Prov isór ias  ( temporár ias )na 
HachimanDoori, rua que fica próxima da Prefeitura da cidade.

　この記事は、 会員皆様へ母県ふるさとのニュースをお伝

えしたいと、 岩手の新聞 「岩手日報社」 より、 許可を得

て掲載しております。

　県内各市町村のニュースを掲載したいのは、 山々ですが

紙面の都合上全域を掲載出来ません。 　あしからず

　　  　ブラジル岩手県人会

　      ふるさと岩手だより ①　

　 　　提供　岩手日報　2014 年 10 月発行　

　　     FURUSATO IWATE DAYORI

　　　　　　　被
ひ

災
さ い

地
ち

を歩
あ る

く
　　      （ 期待高まる本設店舗 ・ 山田町中心部 ）

  仮設商店街の営みが続く山田町中心部。 ＪＲ山田線陸中山田駅 （休

止中） 周辺は新たな市街地形成に向けた土木工事が本格化し、 工

事車両が行き交う。 単独の仮設店舗を構える居酒屋や事業所も増え、

再生に向かう力を感じさせる。

　役場近くの八幡通り商店街に向かうと、 ２坪ほどのプレハブが目に入っ

た。 中をのぞくと子どものころから変わらない定番の駄菓子がぎっしり。

昨年４月に滝沢市のグループが被災地支援としてオープンさせた。

　店番をする甲斐谷ミヤ子さん （７８） は 「仮設住宅にいるより断然いい。

大人も懐かしがってくれる」 と笑顔を見せる。 壁には子どもたちの落書

き。 かさ上げ工事に伴い移転が予定されているが、 多くの人に愛される

場所になっている。

　 １４日は約３０店舗が参加し

た 「１００円商店街」 の開

催日。 各店お薦めの１００円

商品を店頭に並べ、 新規顧

客を開拓しようと企画した。    

   　 昨年１２月の初回に比べて

人出は少なかったというが、

活性化を図ろうとする意気

込みが感じられた。

　 本設の商店街は陸中山田

駅周辺と国道４５号沿いに

計画。駅周辺は２・３ヘクター

ルを事業区域とする津波復

興拠点整備事業を導入し、

共同店舗と個別店舗合わせ

て約３０業者が出店を予定

　2014 年 9 月 11 日は、 東日本大震災から３年半。 犠牲者は６月現在　

15,889 人 / 行方不明 2,609 人。 各被災地では様々な問題と戦いながら着々

と復興への道を歩んでいる。 が、 様々な問題で復興が遅れている。 特に福島は

原発事故処理問題で、 住民や町が他の地で避難し行政が行われている。 本当

に気の毒だ ・ ・ ・ 　そのような中、 時間が経つと共に大震災そのもが忘れられよ

うとしている。 風化させてはならないと願いつつ ・ ・ ・

　去る８月２０日記録的な大雨による広島市の土砂災害は７２名の犠牲者があっ

た、 広島県人会では義捐金で母県を支援しようと、 一般に広く呼びかけている。

当会では９月１日ビンゴの売上金から早速皆さんの善意を広島県人会へ届けた

ことを報告します。

  Passados3 anos e meio do Higashi NihonDaishinsai (Tsunami), que deixou 15889 
mortos e 2609 desaparecidos, algumas regiões ainda não foram totalmente reconstruídas 
devido a intermináveis discussões entre os  desabrigados e o governo.  Estamos torcendo 
para que a solução dos problemas não demore, pois o tempo tende a nos fazer esquecer.
No dia 20 de Agosto, fortes chuvas provocaram deslizamentos na cidade de Hiroshima, 
fazendo 72 vitimas fatais.   O Hiroshima Kenjinkai do Brasil iniciou campanha para 
arrecadar doações para as vítimas.  O IwateKenjinkaifoi o primeiro a fazer a doação.  O 
dinheiro foi arrecadado no Bingo realizado na Confraternização entreassociados no dia 
31/08.

　　（ １ ）
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　東日本大震災から３年３カ月が過ぎた。 被災地は何が変わり、 何

が変わっていないのか。 本紙記者が震災直後に取材した現場を再訪

する 「被災地を歩く」。 前回ルポから１年２カ月。 ４度目の再訪で見

えてきた被災地の 「今」 を伝える。

 Área próxima da Estação de trem de Yamada, passados 3 anos e 3 meses 
do Higashi NihonDaishinsai (Tsunami) pouca evolução na reconstrução.
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      ( ２ )



8 月 23 日　援護協会傘下の自閉症青空学級 （PIPA） 設立 10 周年　　　

　　 発表会 （三枝たか子さん指導） に会長夫妻出席。

２４ 宮崎県人会創立 65 周年 ・ 県人移住 100 周年式典に会長夫妻、

　　青森県人会 60 周年記念式典に多田エミリア、 藤村美恵姉妹出席

27 坂上美奈子さん、 龍彦さん姉弟 （青森県在） が来館され、 ブルー　

　　レィ再生機と録画集多数の寄贈あり

31 第 55 回会員交流誕生会開催

9 月 1 日　先の広島市土砂災害義捐金としてビンゴの売上金を広島県　

　　人会に届ける

３　宮順子国際交流協会より県人会賛助会費送金の知らせ

　　国内外へ県人会報 186 号を約４００部発送

４　総領事公邸で菊地義治（援協）, 木田喜八郎（文協）, 和田忠義（ア　　

　　ルモニア教育文協） ら３氏へ外務大臣賞が福嶋教輝総領事から伝　

　　達される。 千田会長表彰式に出席

８，９　旅行案内、 役員会案内状を発信

10 県連役員会に会長出席

15 南部せんべい本舗巖手屋の小松勉社長夫妻、 東北自動車学校　

　　佐々木裕子社長に盛岡市在住婦人来館。 モラロジー伯 50 周年式

典ツアーで来伯 （写 ・ 左）

20　定例役員会開催

23 田鎖満さんが日本の姪や

甥3名(安藤彰彦・幸恵夫妻、

東峰瑞穂さん)と来館(写・右)

25 県連代表者会に平野稔氏代理出席

27 交歓留学生の今野さくらさん （金ケ崎出身）、 と親川ビートルけん　　

　　さん （沖縄県 ・ メキシコ生まれ） が来館

　　会費納入者名　（敬称略 ・ Anuidade Pagantes）　

8 月　高橋清 （Kiyoshi Takahashi 2013,14）、 岡田しげみテレーザ

（Tereza Shigemi Okada), 黒澤フジ (Fuji Kurosawa), 尾崎眞次 (Shinji 

Ozaki), 上 滝 重 雄 (Shigeo Kotaki), 安 武 俊 樹 (Toshiki Yasutake),

田口精基 (Seiki Taguchi), 山口しのぶセシリア (2013/14 Cecilia 

Shinobu Yamaguchi),

９月　吉田光雄 (Mitsuo Yoshida), 大泉後藤美智子 (Michiko Goto 

Oizumi), 村 松 弘 一 (2013/14 Koiti Muramatsu), 高 橋 エ イ コ (Eiko 

Takahashi), 清 水 ル ジ ァ (Luzia Shimizu), 菅 原 正 芳 (Masayoshi 

Sugahara), 中村洋子 (Yôko Nakamura 2013 e 14), 久保時男（Tokio 

Kubo 2013 e 14）， 菊地義穂 (Yoshio Kikuchi 2013 e 14), 亀ケ沢

アメリア (Amelia Kamegasawa). １０月　岡田こう (Kou Okada 2013),

平野富雄 (Tomio Hirano), 猫塚司 (Mori Nekozuka). 清水宮路（Miyaji 

Shimizu） ,11 月　児玉剛一マウロ （Mauro Goiti Kodama） , 飯塚のり

こ （Noriko Iizuka） ,  崎田信行アフォンソ （Afonso Nobuyuki Sakita, 

2013/14）  11 月 18 日まで　até 18/11/2014

　　                   寄付 ・ 寄贈 ( Doação  敬称略 )

  R$ 300.00  武田正夫 ,  100 ドル　小松勉 社長　（二戸市　巖手

屋　南部せんべい）、 R$ 100,00  三枝守 ・ たか子夫妻、

R$ 30.00　門脇和夫 . DVD ２枚　笑顔がつなぐたハーモニー （陸

前高田市中学生バンドと八代あき） 阿部義光アクリマソン・ロータリー 

R$ 1000.00 三枝守 ・ たか子夫妻、  お茶菓子　来館者多数、
  

　県人会の動き 　8 月 9 月 10 月

  　　  　　　　　　　 逝去　　　(Nota de Farecimento)　

高橋　啓一さん　（Keiichi Takahashi, 行年 102 才 ・ 稗貫郡太田出

身、 昭和８年渡伯） は、 ７月１８日逝去と娘さんから連絡あり。

千田　まさ さん （Masa Chida, 行年 95 才 ・ 金ヶ崎町出身 ・ 1957

年渡伯、 初代 , ３代目県人会事務局長安治の妻、 県人会婦人部

長歴任、 千田県人会長の母） は、 ９月２５日逝去されました。 　

高山　（旧姓小原） フジさん　(Fuji Takayama, 行年 85 才、 1935

年 6 歳で金ヶ崎町から家族で渡伯 ) は、 10 月 23 日逝去と家族か

ら知らせ。

高橋　祐幸さん (Yukou Takahashi, 行年８1 才、 岩手町沼宮内出

身、 １９６０年渡伯 ) は、 １１月３日 A ・ C ・ CAMARGO 癌病院で逝

去されたと報を受ける。        

 　亡くなられた方々のご冥福を心からご祈念もうしあげます。

10 月１日　平成 26 年度補助金契約書を県庁へ発送

５　全国統一選挙あり。 大統領、 州知事一部は 26 日の決　

　　戦投票にもつれ込む ( 日系連邦議員はサンパウロ州２名 , パラナ州　

　　２名 , 州議員サンパウロ２名、パラナ 1 名 , 補欠の繰上げ当選も可能 )

９　吉田恭子さん、 渡辺勉氏より近況のメール受信

11 定例役員会開催  議題は、 料理講習会、 親睦旅行、 忘年会 ・ 誕　

　　生会、 定期総会 ・ 新年会２０１５、 1 月から 9 月までの会計状況

12 福井県人移住 100 周年 ・ 県人会創立６０周年記念式典に会長夫 

     妻出席。  副知事、 議長など一行 19 名の慶祝団を迎えた。

15 岩手日報ニュース ｢ ふるさと岩手だより① ｣ を、 会員や南米県人 

    会に発送。

19 本日よりブラジルは夏時間 （州により最大 3 時間ずれもある）

☆ 北海道人移住９５周年 ・ 協会創立７５周年式典に会長夫妻出席。

　　慶祝団は副知事など 17 名が参加

☆ 料理講習会県人会で行われ約３０名参加

22-23 日付けでニッケイ新聞、 サンパウロ新聞に会報 「ふるさとだより」

　　発行について掲載あり

29-30　県連役員会、 代表者会に会長出席

11 月 2 日　ブラジルのお盆

９　長野県人会創立 55 周年式典に会長出席。 阿部守一県知事は　　　　　

　　岩手県に出向した事も。 慶祝は県庁 6 名。 町村会 3 名であった

11 公益法人オイスカの渡辺正 （長野） 副総裁が挨拶に来館

12 山中正二ベレン県人会長来館

14.15.16　会員親睦カナネイア旅行に４３名参加

19 岩手日報社の鈴木さんから 「ふるさとだより」 について、社内報 （２８　　

　　日） 発行のため県人会のコメント依頼あり

26 三枝夫妻のお別れ会を有志で行う

27 県連代表者会に会長出席

　岩手県人会図書室蔵書数　25.320 冊 （10 月 6 日現在）

　図書利用数　8 月　507 冊 - 117 名、

　9 月　464 冊 - 108 名、　10 月　535 冊 - 126 名、

　県人会来訪者数　8 月  385 名、 9 月　432 名、 10 月　421 名、

      ( 3 )
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治
はる

さん （７４歳
さ い

、　サンパウロ日
にっ

伯
ぱ く

援
えん

護
ご

協
きょう

会
かい

長
かい

、

一
いち

ノ
の

関
せき

市
し

三
さん

ノ
の

関
せき

出
し ゅ

身
しん

、）、 木
き

田
た

喜
き

八
はち

郎
ろ う

さん （サンパウロ日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

福
ふ く

祉
し

協
きょう

会
かい

長
ちょう

、 二
に

世
せい

）、 和
わ

田
だ

忠
ただ

義
よし

さん （アルモニア教
きょう

育
い く

文
ぶん

化
か

協
きょう

会
かい

長
ちょう

、 二
に

世
せい

） に福
ふ く

嶋
し ま

教
の り

輝
てる

総
そ う

領
りょう

事
じ

から外
がい

務
む

大
だい

臣
じ ん

賞
しょう

が伝
でん

達
たつ

された。

　菊
き く

地
ち

さんはサンパウロ日
にっ

伯
ぱ く

援
えん

護
ご

協
きょう

会
かい

において、 理
り

事
じ

、 副
ふ く

会
かい

長
ちょう

を歴
れき

任
にん

、 ２０１１年
ねん

会
かい

長
ちょう

に就
しゅう

任
にん

。 現
げん

在
ざい

に至
いた

る。 同
ど う

会
かい

に於
おい

いて、 日
にっ

伯
ぱ く

友
ゆう

好
こ う

病
びょう

院
いん

運
うん

営
えい

委
い

員
いん

長
ちょう

などの要
よ う

職
しょく

を歴
れき

任
にん

。 自
じ

閉
へい

症
しょう

児
じ

療
りょう

養
よ う

施
し

設
せつ

Ｐ IPA の創
そう

設
せつ

、

サンミゲル ・ アルカンジョ病
びょう

院
いん

の新
しん

規
き

建
けん

設
せつ

、 開
かい

所
し ょ

等
と う

を推
すい

進
しん

、 ブラジル

在
ざい

住
じゅう

の邦
ほう

人
じん

及
およ

び日
にっ

系
けい

人
じん

の福
ふ く

祉
し

と医
い

療
りょう

の向
こ う

上
じょう

に尽
じん

力
りょく

。

　２０１２年
ねん

には第
だい

４０回
かい

医
い

療
りょう

功
こ う

労
ろ う

賞
しょう

、 並
なら

びに厚
こ う

生
せい

労
ろ う

働
ど う

大
だい

臣
じ ん

表
ひょう

彰
しょう

を受
じ ゅ

賞
しょう

。 ２０１４年
ねん

３月
がつ

サンパウロ市
し

民
みん

章
しょう

受
じ ゅ

賞
しょう

。

　ブラジル岩
いわ

手
て

県
けん

人
じん

会
かい

長
ちょう

（1990-1998 年
ねん

の 4 期
き

）、 日
に

本
ほん

都
と

道
ど う

府
ふ

県
けん

人
じ ん

会
かい

副
ふ く

会
かい

長
ちょう

、 各
か く

日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の要
よ う

職
しょく

など歴
れき

任
にん

、 日
にっ

伯
ぱ く

交
こ う

流
りゅう

事
じ

業
ぎょう

はじめ数
かず

多
おお

く

の重
じゅう

要
よ う

なプロジェクトを成
せい

功
こ う

に導
みちび

いた。

　 菊
き く

地
ち

さんは１９５９年
ねん

１９歳
さい

で 「南
なん

米
べい

開
かい

発
はつ

青
せい

年
ねん

隊
たい

員
いん

」 として、 パラナ

州
しゅう

ウラジ－ナ訓
く ん

練
れん

所
し ょ

に入
にゅう

所
し ょ

。 サンパウロ移
い

転
てん

後
ご

は家
か

具
ぐ

・衣
い

料
りょう

店
てん

を経
へて

て・

フランチャ－ズチェーン （主
おも

に中
ちゅう

華
か

料
りょう

理
り

） 店
てん

経
けい

営
えい

、 現
げん

在
ざい

に至
いた

る。

　菊
き く

地
ち

さんは今
こん

回
かい

の受
じ ゅ

賞
しょう

を、 ブラジル社
しゃ

会
かい

、 在
ざい

日
にっ

系
けい

人
じん

、 団
だん

体
たい

、 友
ゆう

人
じん

や家
か

族
ぞ く

に支
さ さ

えられたお陰
かげ

です。 今
こん

後
ご

も諸
し ょ

活
かつ

動
ど う

を通
とお

して精
しょう

進
じん

したいと喜
よろ

びを語
かた

った。 　菊
き く

地
ち

さんおめでとうございます。 　会
かい

員
いん

一
いち

同
ど う

から。

      ( ４ )



　食
しょく

事
じ

後
ご

は、8 月
がつ

20 日
か

広
ひろ

島
しま

市
し

で 74 名
めい

の犠
ぎ

牲
せい

者
しゃ

を出
だ

した土
ど

砂
しゃ

災
さい

害
がい

の被
ひ

害
がい

者
しゃ

に、広
ひろ

島
しま

県
けん

人
じん

会
かい

からの要
よう

請
せい

で義
ぎ

捐
えん

金
きん

カンパのビンゴ

を行
おこな

った。おかげで賞
しょう

品
ひん

代
だい

を差
さし

引
ひ

いたＲ＄350.00 を、9 月
がつ

1
つい

日
たち

に広
ひろ

島
しま

県
けん

人
じん

会
かい

にお届
とど

けしたことをこの場
ば

で報
ほう

告
こく

します。

　続
つづ

いて 5 月
がつ

から 8 月
がつ

生
うま

まれの誕
たん

生
じょう

会
かい

では、パラベンスを皆
みな

さ

んで歌
うた

い祝
しゅく

福
ふく

しケーキで誕
たん

生
じょう

者
しゃ

の壮
そう

健
けん

を分
わ

かちあった。

　午
ご

後
ご

４時
じ

頃
ころ

｢ 北
きた

国
ぐに

の春
はる

｣ を合
がっ

唱
しょう

し閉
へい

会
かい

。のど自
じ

慢
まん

者
しゃ

はカラオ

ケを夕
ゆう

刻
こく

まで楽
たの

しんだ一
いち

日
にち

でした。　

　9 月
がつ

15 日
にち

、 二
にの

戸
へ

市
し

から ｢ 南
なん

部
ぶ

せんべい ｣ 本
ほん

舗
ぽ

の小
こ

松
ま つ

社
し ゃ

長
ちょう

, 友
と も

枝
え

夫
ふ

人
じ ん

、 県
けん

北
ぽ く

自
じ

動
ど う

車
しゃ

学
がっ

校
こ う

経
けい

営
えい

の佐
さ

々
さ

木
き

裕
ゆう

子
こ

社
しゃ

長
ちょう

に盛
も り

岡
おか

市
し

在
ざい

住
じゅう

の高
たか

橋
はし

誠
せい

子
こ

さんが、 ブラジル ・ モラロジー 50 周
しゅう

年
ねん

式
しき

典
てん

に出
しゅっ

席
せき

され、 各
か く

地
ち

視
し

察
さつ

を前
まえ

に来
らい

館
かん

された。 小
こ

松
まつ

夫
ふ

妻
さい

は 3 年
ねん

ほど前
まえ

に

も来
らい

館
かん

されている。

　持
じ

参
さん

された冊
さっ

子
し

による

と小
こ

松
まつ

製
せい

菓
か

は創
そう

業
ぎょう

者
しゃ

の

母
はは

シキさんの思
おも

い ｢ 人
ひと

を

大
たい

切
せつ

に ・ 感
かん

謝
しゃ

の心
こころ

｣ を

忘
わす

れず ｢ ご恩
おん

に報
む く

いる ｣

ぬくもりの経
けい

営
えい

方
ほう

針
しん

が、 せんべい業
ぎょう

界
かい

ではトップを独
ど く

走
そう

。 日
に

本
ほん

で一
いち

番
ばん

大
たい

切
せつ

にしたい会
かい

社
しゃ

に選
えら

ばれている。

　９月
がつ

23 日
にち

 田
た

鎖
くさり

満
みつる

さん （北
きた

上
かみ

市
し

藤
ふじ

根
ね

出
しゅっ

身
しん

、 1963 年
ねん

渡
と

伯
は く

） が、 日
に

本
ほん

の姪
めい

や甥
おい

3 名
めい

( 安
あん

藤
ど う

彰
あき

彦
ひこ

・ 幸
ゆき

恵
え

夫
ふ

妻
さい

、 東
ひがし

峰
みね

瑞
みず

穂
ほ

さん ) と来
らい

館
かん

され

懇
こん

談
だん

。 今
こん

後
ご

は田
た

鎖
くさり

さんの案
あん

内
ない

で伯
ブ

国
ラ

内
ジ

各
ル

地
かくち

やペルーを視
し

察
さつ

予
よ

定
てい

。

　

　９月
がつ

26 日
にち

　パラナ州
しゅう

ロンドリーナ市
し

の大
だい

学
が く

に交
こ う

換
かん

留
りゅう

学
が く

生
せい

として、 学
まな

ぶ

今
こん

野
の

さくらさん （金
かね

ヶ
が

崎
さき

町
ちょう

） と、メキシコで生
う

まれた沖
おき

縄
なわ

県
けん

人
じん

の親
おや

川
かわ

ビー

トルケンさんが来
らい

館
かん

。 藤
ふじ

村
むら

、 多
た

田
だ

両
りょう

副
ふ く

会
かい

長
ちょう

が市
し

街
がい

を案
あん

内
ない

し県
けん

人
じん

会
かい

で懇
こん

談
だん

した。 　（写
しゃ

真
しん

左
ひだり

の今
こん

野
の

さんと親
おや

川
かわ

さん）

　　　　楽
た の

しく ・ 第
だ い

55 回
か い

会
か い

員
い ん

交
こ う

流
り ゅ う

誕
た ん

生
じ ょ う

会
か い

　　        　  CONFRATERNIZAÇÃO 

　8 月
がつ

31 日
にち

（日
にち

曜
よう

日
び

）正
しょう

午
ご

から第
だい

55 回
かい

目
め

の会
かい

員
いん

交
こう

流
りゅう

誕
たん

生
じょう

会
かい

が行
おこな

われ , 約
やく

５０名
めい

が集
つど

い楽
たの

しい一
いち

日
にち

を過
すご

ごした。

　まず多
た

田
だ

マウロ副
ふく

会
かい

長
ちょう

が開
かい

会
かい

宣
せん

言
げん

。千
ち

田
だ

会
かい

長
ちょう

は県
けん

人
じん

会
かい

の流
なが

れ

や各
かく

種
しゅ

報
ほう

告
こく

を行
おこ

い、久
ひさ

しぶりの集
しゅう

会
かい

を楽
たの

しく

過
すご

ごして頂
いただ

きたいと挨
あい

拶
さつ

。

　菊
きく

池
ち

達
たつ

郎
ろう

相
そう

談
だん

役
やく

の音
おん

頭
ど

で会
かい

員
いん

持
もち

寄
よ

り料
りょう

理
り

で

食
しょく

事
じ

会
かい

が始
はじ

まった。

　　当
とう

日
じつ

は 8 月
がつ

２８日
にち

に青
あお

森
もり

県
けん

の坂
さか

上
がみ

美
み

奈
な

子
こ

さん、龍
たつ

彦
ひこ

さんから寄
き

贈
そう

された、ブルーレイ録
ろく

画
が

集
しゅう

とプレイヤー

で岩
いわ

手
て

県
けん

のニュース番
ばん

組
ぐみ

や、歌
か

謡
よう

ショーなど綺
き

麗
れい

な画
が

面
めん

を観
かん

賞
しょう

頂
いただ

いた。 　　　　　　岩
い わ

手
て

からお客
き ゃ く

さん

 　小
こ

松
ま つ

さんたちと田
た

鎖
くさり

さんの親
し ん

戚
せ き

・ 今
こ ん

野
の

さんら
　

写
真　

右み
ぎ

か
ら　

小こ

松ま
つ

社し
ゃ

長ち
ょ
う

、　

盛も
り

岡お
か

在ざ
い

高
橋
さ
ん
、　　
　
　
　

　
　

千ち

田だ

会か
い

長ち
ょ
う

、
佐さ

さ々

木き

社し
ゃ

長ち
ょ
う

、
小こ

松ま
つ

夫ふ

人じ
ん

      ( ５ )



　
　受

う

けつがれる日
に

本
ほん

の心
こころ

　　ごみ拾
ひ ろ

い　ブラジルのサポーター

　　サッカーワールドカップがブラジルで開
かい

催
さ い

されたことは間もないが、

日
に

本
ほん

のサポーター達
たち

が試
し

合
あい

終
しゅう

了
りょう

後
ご

、 会
かい

場
じょう

の 「ゴミ」 拾
ひろ

いをした行
こ う

為
い

がテレビや新
し ん

聞
ぶん

で報
ほ う

道
ど う

され大
おお

きな反
はん

響
きょう

を呼
よ

び、 ブラジル人
じ ん

も見
み

習
な ら

い始
は じ

めた。 　　　先
せん

日
じ つ

あるテレビ番
ばん

組
ぐ み

を見
み

ていたら、 国
こ く

内
ない

の各
か く

試
し

合
あい

場
じょう

で 「ゴミ拾
ひろ

い」 が段
だん

々
だん

と広
ひろ

まりつつある事
こ と

が報
ほ う

道
ど う

されていた。

　　

　盛
も り

岡
おか

市
し

緑
みどり

が丘
おか

４丁
ちょう

目
め

の民
みん

謡
よ う

歌
か

手
し ゅ

三
み

上
かみ

紀
の り

子
こ

さん （４７） は、 第
だい

５４回
かい

郷
きょう

土
ど

民
みん

謡
よ う

民
みん

舞
ぶ

全
ぜん

国
こ く

大
たい

会
かい

（１０月
がつ

２４～２６

日
に ち

、 東
と う

京
きょう

・ 日
に っ

本
ぽん

武
ぶ

道
ど う

館
かん

） の民
みん

謡
よ う

グラ

ンプリの部
ぶ

で、 最
さ い

高
こ う

賞
しょう

の内
ない

閣
か く

総
そ う

理
り

大
だい

臣
じ ん

賞
しょう

に輝
かがや

いた。 ジュニアやヤングなど他
た

部
ぶ

門
も ん

でも県
けん

人
じ ん

が上
じょう

位
い

を獲
か く

得
と く

し 「民
みん

謡
用

の岩
いわ

手
て

」 を印
いん

象
しょう

付
づ

けた。 三
み

上
かみ

さんは

「応
お う

援
えん

が力
ちから

になった。 岩
いわ

手
て

のみんなで

受
じ ゅ

賞
しょう

できてうれしい」 と喜
よろこ

ぶ。

　大
たい

会
かい

は日
に

本
ほん

郷
きょう

土
ど

民
みん

謡
よ う

協
きょう

会
かい

が主
し ゅ

催
さ い

。 各
か く

地
ち

の予
よ

選
せん

を勝
か

ち抜
ぬ

いた３４人
にん

が、 最
さ い

終
しゅう

日
び

の民
みん

謡
よ う

グランプリに出
しゅつ

場
じょう

した。

　三
み

上
かみ

さんは 「勝
しょう

負
ぶ

はいつもこの曲
きょく

」 という 「南
なん

部
ぶ

木挽唄 （こびきうた）」

で挑
ちょう

戦
せん

。 同
おな

じ曲
きょく

を選
え ら

ぶ他
た

県
けん

の出
しゅつ

場
じょう

者
し ゃ

もおり 「岩
いわ

手
て

代
だい

表
ひょう

として歌
う た

わなくて

は」 と気
き

持
も ち

ちを込
こ

めた。 三
み

上
かみ

さんは現
げん

在
ざい

、 県
けん

民
みん

謡
よ う

協
きょう

会
かい

事
じ

務
む

局
きょく

長
ちょう

を務
つ と

めるほか、 岩
いわ

手
て

もりおか支
し

部
ぶ

の代
だい

表
ひょう

として、 後
こ う

進
し ん

の育
い く

成
せい

にも力
ちから

を注
そそ

ぐ。

　　　【岩
いわ

手
て

日
にっ

報
ぽう

】　　　　盛
も り

岡
お か

・ 三
み

上
か み

さん

　　　民
み ん

謡
よ う

日
に

本
ほ ん

一
い ち

　全
ぜ ん

国
こ く

大
た い

会
か い

、 県
け ん

勢
せ い

が躍
や く

進
し ん

 

　同
ど う

大
たい

会
かい

では、ジュニア編
へん

で山
やま

本
も と

樹 （いつき） さん （岩
いわ

手
て

もりおか支
し

部
ぶ

）、

ヤング編
へん

で吉
よ し

田
だ

やす子
こ

さん （岩
いわ

手
て

中
ちゅう

央
お う

支
し

部
ぶ

） が１位
い

に輝
かがや

き、 シニア編
へん

３部
ぶ

では北
ほ う

條
じょう

真
ま

由
ゆ

美
み

さん （岩
いわ

手
て

もりおか支
し

部
ぶ

） が２位
い

となった。

　【写
し ゃ

真
し ん

＝郷
きょう

土
ど

民
みん

謡
よ う

民
みん

舞
ぶ

全
ぜん

国
こ く

大
たい

会
かい

民
みん

謡
よ う

グランプリの部
ぶ

で内
ない

閣
か く

総
そ う

理
り

大
だい

臣
じ ん

賞
しょう

に輝
かがや

いた三
み

上
かみ

紀
の り

子
こ

さん】 (2014/11/02)

　「県
けん

人
じん

会
かい

」　紀
の り

子
こ

さん民
みん

謡
よ う

全
ぜん

国
こ く

大
たい

会
かい

グランプリ ・ 内
ない

閣
か く

総
そ う

理
り

大
だい

臣
じ ん

賞
しょう

受
じ ゅ

賞
しょう

おめでとうございます。 県
けん

人
じ ん

会
かい

では早
さ っ

速
そ く

このニュースに電
でん

話
わ

させて頂
いただ

き、

お父
と お

さん （三
み

上
かみ

牧
まき

蔵
ぞ う

さん） の喜
よろこ

びは大
だい

で、 昨
さ く

年
ねん

は民
みん

舞
ぶ

でグランプリを

受
じ ゅ

賞
しょう

したと話
はな

しておられました。

　振
ふ

り返
かえ

ればブラジル県
けん

人
じ ん

会
かい

創
そ う

立
り つ

35 周
しゅう

年
ねん

に、 岩
いわ

手
て

郷
きょう

土
ど

民
みん

謡
よ う

協
きょう

会
かい

の

使
し

節
せつ

団
だん

として初
はつ

来
ら い

伯
は く

以
い

来
ら い

、 40 周
しゅう

年
ねん

、 45 周
しゅう

年
ねん

、 50 周
しゅう

年
ねん

と 「岩
いわ

手
て

民
みん

謡
よ う

民
みん

舞
ぶ

まつり」で団
だん

員
たい

皆
みな

様
さ ま

と、式
し き

典
てん

を盛
も り

上
あ

げて頂
いただ

いたことを思
お も

い出
だ

します。

　昨
さ く

年
ねん

の当
と う

会
かい

55 周
しゅう

年
ねん

式
し き

典
てん

には、 お仕
し

事
ご と

の都
つ

合
ご う

でアメリカ在
ざい

の妹
いもうと

・ ゆ

かりさんに駆
か

けつけて頂
いただ

いた。また、当
と う

時
じ

売
う り

出
だ

し中
ちゅう

の歌
か

手
し ゅ

「福
ふ く

田
だ

こうへい」

さんにも参加し 「こうへいファン」 を喜
よろこ

ばし、 故
こ

父
ち ち

・ 岩
いわ

月
つき

さんのブラジル

への思
お も

いを果
は

たした上、 念
ねん

願
がん

の 「紅
こ う

白
は く

歌
う た

合
がっ

戦
せん

」 も初
はつ

出
しゅつ

場
じょう

した。

　紀
の り

子
こ

さん、 岩
いわ

手
て

民
みん

謡
よ う

協
きょう

会
かい

（藤
ふじ

沢
さわ

清
き よ

美
み

会
かい

長
ちょう

） の一
いち

員
いん

として、 今
こ ん

後
ご

とも

なお芸
げい

に精
しょう

進
じ ん

され、 ますますの活
かつ

躍
や く

を祈
き

念
ねん

致
いた

します。

      ( ６ )

　安
あ

倍
べ

晋
し ん

三
ぞ う

内
な い

閣
か く

総
そ う

理
り

大
だ い

臣
じ ん

・ 昭
あ き

恵
え

夫
ふ

人
じ ん

歓
か ん

迎
げ い

記
き

念
ね ん

写
し ゃ

真
し ん

　
　【概報】 8 月

つき

2
ふ

日
つか

（土
ど

曜
よ う

日
び

） 安
あ

倍
べ

晋
し ん

三
ぞ う

内
ない

閣
か く

総
そ う

理
り

大
だい

臣
じ ん

・ 昭
あき

恵
え

夫
ふ

人
じ ん

を迎
むか

えて在
ざい

留
りゅう

日
に っ

系
けい

人
じ ん

による歓
かん

迎
げ

会
かい

が、 サンパウロ日
に

本
ほん

文
ぶんか

化
ふ く

福
し

祉
きょう

協
かい

会の大
だい

講
こ う

堂
ど う

で行
おこな

われた。

　総
そ う

理
り

の 「サプライズ」 として式
し き

終
しゅう

了
りょう

後、 全
ぜん

参
さ ん

加
か

者
し ゃ

との記
き

念
ねん

撮
さ つ

影
えい

会
かい

が行
おこな

われた。 撮
さ つ

影
えい

は１回
かい

に２０名
な

ほどで参
さ ん

加
か

者
し ゃ

数
す う

から計
けい

算
さ ん

すると数
す う

十
じゅっ

回
かい

行
おこな

われたようである。

　（写
し ゃ

真
し ん

上
う え

） 中
ちゅう

央
お う

の総
そ う

理
り

夫
ふ

妻
さ い

を囲
かこ

んだ皆
みな

さん。 千
ち

田
だ

会
かい

長
ちょう

は総
そ う

理
り

夫
ふ

人
じ ん

の右
みぎ

隣
どなり

に納
お さ

まった。 　　



            Curso de culinária 

 ministrado pelo Chef Claudio Kitamura (Sakura), realizado no 
dia 19 de outubro em parceria com o Instituto Paulo Kobayashi.

 
 Confraternização 
  de associados 
  realizado no dia 
   31 de agosto
  

  

                   Nota de Falecimento

    ☆　Sr     Keiichi Talkahashi  102 anos

    ☆  Sra   Masa  Chida           95 anos

    ☆  Sra   Fuji  Takayama       85 anoa

    ☆  Sr     Yukho Tkahashi      81 anos     

  　　　三
さ え

枝
ぐ さ

守
ま も る

・ たか子
こ

夫
ふ

妻
さ い

お別
わ か

れ会
か い

　　11 月
がつ

26 日
にち

、 三
さえ

枝
ぐ さ

たか子
こ

さん （自
じ

閉
へい

症
しょう

専
せん

門
もん

家
か

） で 8 ヶ
か

月
げつ

間
かん

の任
にん

務
む

（PIPA ・ 青
あお

空
ぞら

教
きょう

室
しつ

） を終
お

え帰
き

国
こ く

を前
まえ

に、 夫
おっと

守
まもる

さんと共
と も

に県
けん

人
じん

会
かい

有
ゆう

志
し

でお別
わか

れ 会
かい

を

行
おこな

った。

　三
さえ

枝
ぐ さ

さ

んはブラ

ジルでの

指
し

導
ど う

は 4 回
かい

目
め

、 今
こん

回
かい

はブラジル初
はつ

訪
ほう

問
もん

の守
まもる

さんも同
ど う

行
こ う

され、 県
けん

人
じん

会
かい

活
かつ

動
ど う

などに参
さん

加
か

され会
かい

員
いん

と友
ゆう

好
こ う

を深
ふか

められた。

      ( ７ )

　また、 当
と う

地
ち

不
ふ

慣
なれ

れなご夫
ふ

妻
さい

のため休
きゅう

日
じつ

を利
り

用
よ う

し、 会
かい

員
いん

で観
かん

光
Ｋぷ

地
ち

や

近
きん

郊
こ う

などを案
あん

内
ない

。 特
と く

に初
はつ

訪
ほう

問
もん

の守
まもる

さんにはブラジル事
じ

情
Ｊぷ

理
り

解
かい

の一
いっ

端
たん

に

つながったことと思
おも

う。

　守
まもる

さんは帰
き

国
こ く

を前
まえ

に県
けん

人
じん

会
かい

が近
ちか

くにあり助
たす

かった、　機
き

会
かい

があれば是
ぜひ

非また来
き

たいと話
はな

していた。 夫
ふ

妻
さい

は想
おも

いでと共
と も

に 29 日帰
き

国
こ く

された。

          Excursão a Cananéia
 associados do Iwate Kenjinkai, realizaram no final de semana do 
feriado da Proclamação da República.  Passeio de escuna, visita 
a Ilha do Cardoso e banho de mar nas praias da Ilha Comprida.
 

          Yoshiharu Kikuchi,
 
  P r e s i d e n t e 
d e  H o n r a  d o 
Iwate Kenjinkai, 
r e c e b e 
h o m e n a g e m 
do Min is tér io 
das Relações 
Exter iores do 
Japão.  

         Sakagami Minako e seu irmão Tatsuhiko
 a m b o s  d e  A o m o r i -

Ken, visitaram o Iwate 

Kenjinkai e deixaram de 

presente um aparelho de 

Blue Ray e 100 discos 

gravados. 

  Noriko Mikami, cantora
    de Minyo de Iwate
  conquista o primeiro lugar 
no 54º Concurso  Japones de 
Minyo de 2014  

　　『福田こうへい』　紅白に 2 回目出場  　

NHK 紅白歌合戦に、 岩手の歌手 「福田こうへい」 さんが、 今年

も 2 回目の出場が決まりました。 応援しましょう。



  Associação Cultural e Assistencial Iwate Kenjinkai do Brasil  

　　　　　　　　ブ　ラ　ジ　ル　岩　手　県　人　会　　

Rua Thomaz Gonzaga 95-M   Liberdade São Paulo Brasil CEP 01506-020     
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　　　遠
えん

方
ぽう

より来
らい

館
かん

者
し ゃ

　11 月
がつ

12 日
に ち

　山
やま

中
なか

正
しょう

二
じ

ベレン県
けん

人
じん

会
かい

長
ちょう

さん

（岩
いわ

手
て

町
ちょう

出
しゅっ

身
し ん

） 来
ら い

館
かん

。 　　

　山
やま

中
なか

さんは東
と う

京
きょう

農
の う

大
だい

卒
そつ

後
ご

１９６０年カンピーナスの東
と う

山
ざん

農
の う

場
じょう

（小
こ

岩
いわ

井
い

農
の う

場
じょう

と同
ど う

系
けい

列
れつ

） の研
けん

修
しゅう

生
せい

として来
ら い

伯
は く

。 研
けん

修
しゅう

後
ご

パラー州
しゅう

（ブラジル

東
と う

北
ほ く

部
ぶ

） のトメアスー移
い

住
じゅう

地
ち

造
ぞ う

成
せい

に 20 年
ねん

間
かん

携
たずさ

わった。

　１９８２年
ねん

山
やま

中
なか

商
しょう

事
じ

を設
せつ

立
り つ

、 花
か

卉
き

栽
さ い

培
ばい

、 造
ぞ う

園
えん

事
じ

業
ぎょう

でアマゾン地
ち

域
いき

で先
せん

鞭
べん

をつける。 今
今かい

回の来
ら い

訪
ほ う

は東
と う

山
ざん

農
の う

場
じょう

研
けん

修
しゅう

生
せい

の集
あつ

まりに参
さ ん

加
か

する

ため。 [ 写
し ゃ

真
し ん

]　左
ひだり

から山
やま

中
なか

会
かい

長
ちょう

、 千
ち

田
だ

、 藤
ふじ

村
むら

、 伊
い

藤
と う

（昔
むかし

ベレン近
きん

郊
こ う

出
しゅっ

身
し ん

で、 山
やま

中
なか

さんと

懐
なつ

かしい話
はなし

に花
はな

が

咲
さ

く） 平
平の

野の各
か く

氏
し

 渡
わた

邊
なべ

忠
たたし

氏
し

　公
こ う

益
えき

財
ざい

団
だん

法
ほ う

人
じ ん

オ イ

ス カ 副
ふ く

理
り

事
じ

長
ちょう

が１１

月
がつ

１１日
に ち

来
ら い

館
かん

。

　氏
し

はブラ

ジル、 ウルグアイ、 パラグアイと農
の う

業
ぎょう

後
こ う

継
けい

者
し ゃ

育
い く

成
せい

、 EM 技
ぎ

術
じゅつ

、 植
しょく

林
り ん

プ

ロジェクトを手
て

がける。

　２０１２年
ね ｎ

６月開
かい

催
さ い

された [ リオ＋２０] のリオで再
さ い

会
かい

以
い

来
ら い

の来
ら い

訪
ほ う

。

　賛
さ ん

助
じ ょ

会
かい

員
いん

の伊
い

藤
と う

範
の り

夫
お

さん （東
と う

北
ほ く

伯
は く

のナタール在
ざい

住
じゅう

） とは懇
こ ん

意
い

で、

話
はんし

が弾
はず

んだ。

　[ 写
し ゃ

真
し ん

]　右
みぎ

から伊
い

藤
と う

、 伊
い

東
と う

、 渡
わた

邊
なべ

、 三
さ え

枝
ぐ さ

夫
ふ

妻
さ い

、 平
ひら

野
の

の各
か く

氏
し

。


